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START

防災･減災
わかる　できる

支援アプリ

なぜアプリ？
主な機能

入手方法

※商標登録申請中

※デザインやシステムに変更の可能性があります。

（2016年1月現在）

※属性による違いや、取り組み前後の変化が把握できます。

RECORD ABOUT

RANKING

EMERGENCY

私たちは様々な地域や学校で、訓練
や講座を支援しています。しかし、皆
さんが課題とされている事柄を、訓練
や講座だけでは解決できない。そんな
理由から、アプリを開発しました。

減災力テストで何が課題かがわかる。

2 関心を持った事柄への解説コメントと、
取り組みに役立つ情報を入手できる。

3
4 年に一度、大災害のあった日などを設定すると

定期テストに取り組める。

5 非常時に使える豆知識など情報を保存し、
電波が届かなくても使えるようにしておける。

6 減災力テストランキングに参加できる。

訓練や講座に参加しなくても、自分のタイミングで、できること
から取り組めます。

選択した項目の実施状況を尋ねる機能や、特定の日（誕生
日や過去の災害の日）に自動的に立ち上がる「減災力テス
ト」など、継続的な取り組みを支援します。

実践につながる「情報」を調査し、随時アップデートしていき
ます。

関心を持った取り組みを選び、実施期限を登録できる。

azuma@do-it-yourself2014.com

メールにてお問い合わせください

「App Store」 で無料ダウンロード ※iOS版

一般社団法人 Do It Yourself 担当：あづま

1

7 組織や団体として回答データを分析 し、
的確な取り組みを検討できる。（事前申込）

お問い合わせ

地域や職場の組織に関わっていないと、
なかなか取り組む機会がないんだよね…

防災力を高めたい。でも何から？どうやって？

防災は大切だと思うけど、
忙しくて訓練や講座はちょっと…

やり始めたけど、続かなくて…

意識を高めたって、
実践できなきゃ意味ないんだよね…

このような声にお応えします

無料
ダウンロード

※

※

防災担当になったものの、“何をしたら良いかがわからない”という課題
に、「減災教室」を利用してみませんか？活動目標の設定や成果把握の
取り組み全般を、提案・支援、または実施します。端末1台だけで団体
実施する方法や、減災力テストを紙で実施する方法も可能です。
防災力向上のための、調査・授業・実践研究活動・ワークショップ・訓
練・講演会や、各種取り組みのBCPや地区防災計画との連携など、詳
しくは下記までお問い合わせください。

自主防災組織、学校、企業や行政組織、
防災士、地域防災リーダーの方へ

自分や自分たちで命を守るために、“何が課題か”、“どうしたら良
いか”がわかるよう、開発しました。

「減災教室」は個人でできます。やってみると、地域や職場で取
り組む意義に気づくこともあります。

岐阜大学・髙木朗義 教授

防災？何から？
どうやって？

忙しくて、訓練や
講座はちょっと…

そんな声に
応えるために
開発しました！



■地域別の減災力偏差値TOP10

■地域別の減災力偏差値 TOP100
TOP100 リスト

減災力偏差値＝テストの得点・参加者数 ・
改善点より算出

拡大表示

2016 年 1 月 21 日更新

RANKING

減災力テストで今の自分の課題を知ることができます 関心を持った項目への解説コメントと、
実践につながる情報を入手できます

年に一度、設定した
日などに定期テストに
取り組めます

「やってみる」取り組みを選択して、いつまでに実施するか
登録すると、期限になるとお知らせし、実践につなげます

改善管理や減災力
テストランキングに
参加できます


